


複数マシンで共有できるなど、中小規模工事にマッチするICTソリューション「iDig」

● ホルナビ対応工事一覧

山田高弘 ＝ 取材・文　三浦泰章 ＝ 撮影
text by Takahiro Yamada ／ photographs by Yasuaki Miura

　国土交通省による「i-Construction」
の取り組みは、これまで国の直轄する
公共工事が中心だった。しかし、最近
では地方自治体や民間発注の工事にも
ICT建機が活用され始めている。その
ため、コベルコ建機のホルナビでは大
規模工事向けの製品はもちろん、中小
規模工事にも活用できるソリューショ
ンをラインアップ。工事規模に関係な
く、ICT施工をバックアップする体制
を整えている。なかでも、中小規模工

事向けに開発された代表的な例が、
「iDig」だ。
　iDigとは、指定した点を基準に、任
意の深さや勾配までの距離を表示する
2Dマシンガイダンス。オフセットブー
ムにも対応しているiDig搭載機を使用

すれば、コントロールボックスのディ
スプレーに表示される設計との差分を
リアルタイムに確認しながらの施工が
可能になるため、丁張りの設置数を減
らすことができ、事前の測量や準備工
の省力化、安全確保にもつながる。さ

を取り扱っているのはコベルコ建機だ
けです。これを使い始めると、もう前
のアタッチメントには戻れないという
方もいらっしゃるほど、現場のお客様
から高く評価されています」（高木）

　さらに、都市土木で活用されるミニ
ショベルにチルトローテータとiDigを
搭載。両システムを併用することで、
地中構造物の破損リスクの低減や施工
効率アップ、人員コスト削減を可能に
する無電柱化施工の新工法を、「NPO

法人 電線のない街づくり支援ネット
ワーク」の活動のなかで提唱。小規模

工事におけるICT建機活用を促進する
啓発活動も行っている。
 「ICT建機は大規模工事に特化したも
のではありません。ホルナビなら、中
小規模工事にもICT建機を導入してそ
のメリットを感じることができます」

（高木）

足場を整えなくても自由に法面整形が可能。施工時間を大幅に短縮できる「チルトローテータ」

　チルトローテータはバケットの傾き
と回転を自在にコントロールできる特
殊アタッチメントだ。掘削や整形可能
な範囲が飛躍的に拡大できるうえ、傾
斜地でも機体の足場を整地せずに作
業を正確かつ効率的に行える。チル
トローテータにICT機能をプラスした

「チルトコントロール」なら、設計面
に対して常に同じバケット角度を保つ
ように自動でコントロール。ディスプ
レー表示でバケット位置を確認しなが
ら作業できる。
 「国内建機メーカでチルトローテータ

2019年度より、ホルナビのメリット
や施工プロセスの理解を促す取り組み
に力を入れている。
　例えば、コベルコ建機日本の支社な
ど全国6カ所で展開する「ホルナビ・
ジョブサイト」は、実施工と同等の作
業でICT施工のシミュレーションを体
験できる仮想現場だ。さらに、これら
の施設では3Dデータを活用した施工

「i-Construction」の失敗談や苦労話、
重要ポイントなど、ICT施工全般にわ
たる講習が受けられる「ホルナビ塾」
もスタート。20年3月から計24回の開
催を予定※している。

　また、測量機器メーカや設計コン
サルタントをはじめとするICTパート
ナーとの連携を強化することで、各種
コンサルティングから導入支援まで全
国対応が可能になった。施工会社の内
製化に向けたコンサルティングなど、
導入後のアフターフォロー体制の構築
にも注力している。

ICT施工の啓発とともに万全のアフターフォロー体制の確立へ

 「ホルナビは現在、そして将来の建設
機械に欠かせないICT機能です。作業
効率のアップ、人的リソース不足の解
消、トータルコスト低減、安全性向上
という複合的なメリットをもたらすソ
リューションなのです」。こう語るの
は、コベルコ建機のICTホルナビ推進
室室長の高木徳雄だ。
　とはいえ、イニシャルコストの高さ
やICT施工は難しいという理由で導入
をためらうケースや、導入したものの
ホルナビ本来のメリットを十分に享
受できていないお客様がいまだに少
なくない。そこでコベルコ建機では、

高木徳雄
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狭所や地中に配管などがある現場で活躍す
るチルトローテータ。2D ／3Dマシンガイ
ダンスとチルトコントロールで施工スピー
ド、安全性がアップする

らに、100通りのショベル設定値を登
録でき、センサはワンタッチで着脱可
能なので、複数のマシンでの共用も実
現。キャリブレーションにかかる時間は
約1時間という導入の手軽さも特長だ。
　ミニショベルの多くに搭載される
ドーザブレードを使った敷き均し工程
において、ブレード高さと施工面はオ
ペレータの目線位置から見えにくく、

高さ精度良く施工するには熟練を要す
るといえる。「iDig Dozer」はこの問
題を解決し、ミニショベル１台で掘削
と敷き均しのガイダンスを両立させる
ことに成功した。近年は特にブルドー
ザのオペレータが不足しており、ショ
ベル1台で両方の施工を可能にするこ
とで施工効率向上と人手不足解消に寄
与する。

ショベルモードからドーザ
モードへは、モニタ上でワン
タッチでの切り替えが可能

13t以上の機械が必要な大型の工事現場には3Dマシンコントロール（3DMC）や3Dマシンガイダンス（3DMG）、中小規模の道路工事
や無電柱化工事などは2Dでカバーする。いずれもチルトローテータが搭載可能で、どのような規模の現場でも全方位的に対応できる
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User's Voice / iDig

床掘作業などの際、これまでは手元作業
員を1名置いていましたが、オペレータ
のみで対応が可能になりました！

道路工事における日
当り施工量が50mく
らい伸びました！

機械を移動せずにその場で
作業可能なので、施工時間が
大幅に短縮できました！

地中に別の管が横断している水道管工事の現場で
は、逆バケットができるので移動せずに作業が可能
になり、施工スピードがかなり上がりました！

User's Voice / チルトローテータ

現場の各工程から得られる電子情報を活用して
施工を行うICT施工。コベルコ建機では、
ICT施工のトータルソリューション
『ホルナビ』を2016年に発売。
ICT施工の付加価値を広めることで
誰もが働ける現場を目指し、現場の人材不足解消へ
大きく前進した。さて、その先に、
コベルコ建機はどんな施策を考えているのか。
ICTホルナビ推進室室長の高木徳雄に聞いた。
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※新型コロナウイルスによる影響のため、開催中止・延期となる場合があります
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織田信孝 ＝ 取材・文　神保達也 ＝ 撮影
text by Nobutaka Oda ／ photographs by Tatsuya Jinbo

洋介さんが代表取締役社長を務め、国
の公共工事を数多く手がけている。
　上瀧専務は学生時代から独自にコン
ピュータのプログラミングを行うほど
ICTに強く、土木工事への
応用にも、25年ほど前か
ら取り組んできた。
 「関数電卓でプログラムを
組み、測量計算などに使っ
ていました。でも最初は失
敗ばかりでした。そこで、
昔からの知り合いの測量会
社へ相談し、情報交換をし
ながら一緒に取り組んでき

たことが、ICT活用を推し進める転機
となりました。今、ようやく成果が実っ
てきたと感じています」（上瀧専務）

　上瀧専務は、ICT建機の強みを、「丁

25年前から取り組んだ
土木のICT化が結実  

 「最初にコベルコ建機のチルトロー
テータ搭載機、SK135SRを目にした
のは、2019年3月に北九州で開かれ
たコベルコ建機の展示会。なによりメ
カらしさにあふれたデザインに一目惚
れしました」と語るのは、上瀧組の専
務取締役、上瀧直樹さんだ。
　同社の設立は戦後間もない1948年。
上瀧専務の祖父が創業し、建築から次
第に土木工事中心へとシフトし、事業
を拡大してきた。現在は上瀧専務の父、

と情報収集しています」（上瀧専務）

　加えて、コベルコ建機が機械本体と
チルトローテータを一体にして品質保
証していたことも大きかったという。
上瀧組の事業は道路工事から砂防ダム
まで幅広いが、近年は頻発する大雨な
どのため、災害復旧工事が増えている。
 「こうした現場の多くは足場が狭かっ
たり、足場が崩れているなどで仮設工
事には多くの工数がかかります。だか
らこそ、1台の重機でさまざまな作業
ができるチルトローテータが威力を発
揮します」（上瀧専務）

　もう一つ、上瀧専務がICT建機に期
待するのは、若手の成長を促す効果だ。
 「現場にICTを導入することで施工前か
ら3次元で完成形が確認できて、施工
計画や設計変更の際にも活用すること
ができます。そして、ICT建機やチル
トローテータは、生産性向上や人材不
足の解消以上に、若手に“乗ってみた
い”“操作して施工したい”というきっ
かけや夢を与えるものだと思います」

これまでの建機では
不可能な作業を実現

　チルトローテータ搭載機が強みを発
揮できる現場の一つ、泉河内川の災害
復旧現場でオペレータの山片聖司さん
に話を聞いた。山片さんはオペレータ
になって約3年、チルトローテータ搭
載機を扱うのは初めてだ。

「特別な訓練などなくても、数日で操

張りなしで作業でき、手元作業員の助
けを借りずにオペレータだけで作業が
完了すること」ととらえている。チル
トローテータには10年ほど前から関
心があったが、初めて購入したコベル
コ機が自社機としては初のICT建機と
なった。上瀧専務は導入の決め手をむ
き出しのシリンダーの「かっこよさ」
だというが、機械土工基幹技能者など
各種資格を持ち、数多くの重機に乗っ
ているだけに、機能を見る目も確かだ。
 「実際に試乗してすぐその良さを実感
しました。バケット交換がクイック
ヒッチで簡単ですし、作業に関しては
バケットの角度が細かく調整可能で、
現場の設計面に対して常に90度に保
つことができることに感心しました。
現在はチルトローテータ発祥の地、北
欧の現場での活用方法を採り入れよう

正確かつ迅速な施工を可能にし、
工事期間も劇的に短縮
福岡県嘉

か ま

麻市に本拠を置き、土木工事を中心に手がける
株式会社上

じょうたき

瀧組では、専務取締役の上瀧直樹さんのリーダーシップのもと、
ICT化にも積極的に注力。2019年に購入したチルトローテータ、2Dマシンガイダンス
（以下、2DMG）搭載のSK135SRが、これまでにない性能で同社の業務を支えている。

ICT事例

修復した河岸の法面
を整形する。丁張り
は使わず、作業をオ
ペレータ1人で正確
かつ迅速に行うこと
ができる

1.現場監督の上瀧悠
ゆ う き

煕さん
は、チルトローテータ搭載
機の作業速度を「実感値で
通常の建機の3倍」と語る。
また、バケット周辺に作業
員を置かなくて済むため、
安全面への貢献度も高いと
いう　2.オペレータの山片
さんは「チルトローテータ
搭載機は、オペレータ経験
のある人なら誰でもすぐに
使える」と断言する

2DMGのディスプレー。設定から外れると
色とアラーム音でオペレータに知らせる。
青が正常な設定範囲、それより上の値にな
ると黄色、下の値になると赤で表示される 

河岸の崩れた法面を急ピッチで復旧する
SK135SR。狭所での正確な作業がオペ
レータだけで楽にできる

株式会社上瀧組
所在地／福岡県嘉麻市漆生881
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1.機械好きな専務取締役の上瀧直樹さ
ん。新型機のSK75SR-7についても「設
計者を探してメールしようかと思ったく
らい」とデザインを絶賛し、機械を発注。
納車を心待ちにしている　2.「ICTの活
用といっても最初は失敗ばかりでした
が、それが糧になりました。効率化でき
るまでやろうと続けたことが今日の成果
につながったと思います」（上瀧専務）

1

2

作できるようになりました」（山片さん）

　工事では大雨で崩れた河岸の法面を
修復。崖下から石積みして盛土し、叩
き、転圧して新たに法面を形成した。
 「一般的な方法では丁張りを立てて作
業するため丁張りにぶつけないように
気を使いますし、その部分の作業はあ
とになります。しかしチルトローテー
タ搭載機なら丁張り自体が不要で、作
業が非常に速く進みます」（山片さん）

　実際、石積みが完成した後、600

㎥ほどの盛土工事と法面整形は3日で
完了したという。また、山片さんは
2DMG機能についても、作業が格段
に楽になったと語り、「最初からディ
スプレーで仕上がり状態を見ることが
でき、高さも勾配も可視化されます。
便利過ぎるくらいです」と評する。
　現場での対応力や修理技術に定評が
ある販売代理店、有限会社福岡重機と
コベルコ建機のサポート体制を活用
し、今後、上瀧組の取り組みはさらに
加速していくだろう。
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列車と船舶の交錯を
可能にした橋　

逆転の発想で難工事を突破
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新潟県新潟市
株式会社グリーン興発

作業効率編

経  営のヒント

ユーザ訪問
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専用転圧機の導入で
最終処分場の延命化に挑む
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宮崎 コベルコ建機

「CONEXPO-CON/AGG 2020」に出展！

コベルコ建機
Wind 2 from

油圧ショベルのスケールモデルに
4種類が仲間入り！

【公式】コベルコ建機
kobelcokenki_official

国際展示会に初出展の
CK3300G-2 SHL仕様
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